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【概要】 

調音運動とは音声の生成過程における舌や口唇の運動を指す．発音練習場面では調音運動の習得が

重要であるものの，聴覚情報のみで調音運動を習得することは困難である．そのため，調音運動の可

視化は，聴覚情報だけでは発音習得が困難な第二言語学習者や聴覚障害者にとって有効な補助手段に

なり得る． 

  先行研究では，発音練習者に調音運動計測機器を装着し, 練習者の調音運動を可視化しながら練習

を行うことで，聴覚依存の指導よりも効率的に発音習得が得られることが報告されている．一方，調

音運動計測には高いコストが伴うため，手軽な代替手法が求められる．  

以上の背景より，本研究では，音声信号から推定 real-time MRI (rtMRI) 動画を出力する Acoustic-

to-Articulatory Inversion (AAI)モデルを用いて，発音練習への応用可能性を検討する．  

 

【成果】 

実験では 20代の実験参加者 10 名を，推定 rtMRI 動画提示群(EXP)と非提示群(CTR)に割り当てた．

舌位置の指示方向への一致度を，音声フォルマント解析によって評価した． 

音声フォルマント解析の結果からは，CTR よりも EXP の方が舌を正確な方向に動かす傾向が確認で

きた．また，EXP の方が音声フォルマントの標準偏差が大きく，推定 rtMRI 動画の提示によって舌の

運動の制御が促進されたことが判明した． 

以上より，本 AAI モデルにおける発音練習への応用可能性が示唆された． 
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